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内容の要旨および審査の結果の要旨
我国の土壌におけるボツリヌス菌の分布については，石川県をも含めて，耕作地，河川上流域，山岳部
土壌に関しては末解決なまま取り残されている。そこで，これらの地域におけるボツリヌス菌の分布を明
らかにすると共に，Ｅ型菌内陸説の妥当性を検討する目的で本研究を行った。また，自然環境におけるボ
ツリヌス菌の汚染・増幅への家畜の関与についても検討した。石川県を対象地域とし，水田，レンコン田，
畑地，手取川，白山山岳部の土壊試料，健康なウシおよびブタの肝組織，豚舎の環境試料についてボツリ
ヌス菌を培養法により検索した。Ｂ，Ｅ型ボツリヌス菌については分離法を考案し，菌の分離を試みた。
研究成果は以下のように要約される。
①水田士壌33試料，レンコン田土壌21試料，畑地土壌33試料ではＣ型毒素が各々２（６１％)，３（１４３
％)，３（9.1％）試料に検出された。また畑地土壌１試料においてＥ型毒素がＣ型毒素と共に検出された。
②手取川の本・支流から採取した土壌38試料中13試料（34.2％）にＥ型毒素が検出された。Ｅ型毒素陽性
試料は河口から水源近くまで広く分布していた。また，３試料（7.9％）よりＢ型毒素，１試料（２６％）
よりＣ型毒素が検出された。③白山，砂御前山の山岳土壊（標高1,000～2,700ｍ）１５試料中３試料（20％）
よりＥ型毒素が検出された。④河川土壌からポツリヌスＢ型毒素，Ｅ型毒素産生菌を分離し，その性状を
検討した結果，各々蛋白非分解性Ｂ型，Ｅ型ボツリヌス菌であることが分かった。⑤ウシ（75頭）ではポ
ツリヌス毒素は検出されなかったが，ブタ（100頭）では８頭（８％）にＣ型毒素が検出された。⑥Ｃ型
菌保菌ブタが存在した養豚場，存在しなかった養豚場各１ケ所を選び，約２年間にわたりＣ型菌保菌状況
環境試料を検索した結果，前者においてのみＣ型毒素が検出され，被験20頭全て，環境40試料中25試料
(625％）にＣ型菌の存在が認められた。
以上，著者は本研究において，石川県においては耕作地にもＣ型菌が広く分布していること，ブタもま
た自然環境におけるＣ型菌の汚染ｂ増幅の原因となっていることを明らかにすると共に，蛋白非分解性Ｂ
型菌が我国の土壌に存在することを初めて証明した。また，Ｅ型菌が河川上流域・山岳部に高率に存在し
たことから，Ｅ型菌内陸説が支持された。
本研究は，未解決であった地域におけるボツリヌス菌の分布を明らかにし，かつ自然界におけるボツリ
ヌス菌の汚染・増幅機構に関し新知見を提供したものであり，医学細菌学，感染症学に寄与する労作と評
価された。
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